教育課程　5道４
第5学年○組　道徳指導案
	平成２８年９月１５日（木曜）第５時限
[bookmark: _GoBack]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者　
１　主　題　　自分と異なる立場の理解　<Ｂ－⑪　相互理解・寛容>
２　資料名　　給食の時間　　出典：「明るい心」　（愛知県教育振興会）
３　主題設定の理由
（１）ねらいとする価値について
　　　人の考えや意見は多様であり、それが豊かな社会をつくる原動力にもなる。そのため、多様さを相互に認め合い、理解しながら高め合う関係を築くことが不可欠である。自分の考えや意見を相手に伝えるとともに、自分とは異なる意見や立場も広い心で受け止め、相手への理解を深めることで、自らを高めていくことができる。他人の失敗や過ちを一方的に非難するのではなく、相手の過ちを受け止め対処できる謙虚で広い心をもてることは、自分も過ちを起こすことがあると自覚しているからである。自分に対して謙虚であるからこそ、他人に対して寛容になれる。相互に理解し合い、多様な人間がともによりよく生き、創造的な関係をつくるために大切な資質・能力である。
（２）児童の実態について
　　　児童は、日常生活の大半の時間を学級という集団の中で過ごす。１年生からずっと一クラスで過ごしてきた本校の児童は、お互いのことをよく知っており、それぞれの個性をよく理解している。それは良い面でもあるが、一方で固定観念が拭い去れない部分もあり、一度失敗するとそれがずっと尾を引くことにもなりかねない。自分と価値観の異なる相手に対しては、欠点ばかりが目に入り、決めつけた見方をするようにもなる。そのため、トラブルが起きた際、些細な出来事であっても固定観念が邪魔をして相手を許すことができず、かえって関係を悪化させてしまうことがある。トラブルがあったとき、相手の思いや立場を考え、広い視野で出来事を受け止められるようにしたい。
（３）教材について
　　　本資料は、正義感が強いあまりに周囲の行動を許容できない主人公が、級友の言葉で自分の認識の狭さに気付く話である。主人公の春香は、日頃から明広と順平の軽率な行動が許せず、この日も給食の準備中に起きた二人の失敗に対し、声を荒げて注意をする。一方、しおりはもくもくと級友を手助けし続ける。春香としおりの言動の違いから、相手の思いや立場を考え、寛容な気持ちでふるまうことの大切さを感じ取ることができる教材でもある。また、明広と順平の軽率な行動に対しても考えさせることのできる教材である。この教材に出てくる４人に対して、言いたいことを発表し、話し合うことで、友達の悪いところばかり目についてしまいがちな時も、良い面を受け止めて広い心で相手を受け止めようとする実践意欲を育てたい。
４　ねらい
　　○相手の思いや立場を考えられずに、失敗を責める主人公。その主人公の考えや行動に対して、賛成したり批判したりすることを通して、相手の良い面を受け止め、相手の立場や気持ちを考え、過ちを広い心で受け止めようとする気持ちを育てる。
５　準　備　教：フラッシュカード　　児：授業後アンケート
６　指導課程
	過程時間
	学習活動
（主な発問と予想される児童の反応）
	　　　　
指導上の留意事項

	方向
付け(5)
	１△相手が失敗をしたとき、その相手を許せなかったことはありますか。
	・相手を許せなかった経験を想起させ、価値への方向付けと、本時の話し合いへの意欲を高める。

	



価
値
の
追
求
把
握
・
自
己
の
生
き
方
の
自
覚
(32)
	２　中心資料「給食の時間」を聞き、話し合う。
1 「春香」「明広」「順平」「しおり」に対して言いたいことは・・・。
・春　香：失敗したからといって、謝っているのにいつまでもおこっていないで、許してあげよう。
　　　　　　友達を注意ばかりしていないで、自分からも行動しよう。
　・明　広：友達に汁をかけてしまったとき、すぐに謝って、手当てをしてあげよう。
　　　　　　給食の準備は責任もって行おう。
　・順　平：給食の準備は、おしゃべりばかりしていないで、責任を持って行おう。
　　　　　　自分にも明宏君の失敗の原因があるのだから、すぐに手当てをしたり片づけをしたりしよう。
　・しおり：周りのことをよく見ていて、行動ができるなんてすごい。
春香が行き過ぎた行動をしているとき、もっと早く声をかけてあげよう。
②　自分は、なぜそれが大切だと感じたか。
その理由は・・・？また、質問は・・・。
　ア＝固定観念にとらわれずに、相手の気持ちを考える。・・・謝って、反省している態度を素直にとらえれば、許すことができる。
　イ＝役割をしっかり果たす。・・・もともと順平と明広が責任をもって活動していれば、汁をこぼすこともなかった。
質問：いつもふざけているのだから、叱られてもしかたがないのでは？
返答：人は、失敗をして成長するのだから、過ちを認めて、謝っていたら許してあげよう。自分も同じことがあるかもしれない。
　ウ＝繰り返し同じ過ちを起こさないようにする。・・・そのたびに、謝っても回数が重なれば、信用をなくす。
③　自分が、友達の意見で「なるほど」「はっとした」「その通りだと思った」と思えることはありますか。
　・自分は、なかなか許せなかったけど、相手の気持ちを考えるようにしたい。
　・何度も同じ失敗をするので、責任を果たそう
と思う。
④　日常生活を振り返り、失敗を許したり許してもらったりした経験を話し合う。
　・廊下の出会い頭でぶつかったとき、相手から「わざとじゃないから、大丈夫だよ。」と言われた。
　・墨をこぼしたとき、許してもらっただけでな
　　く、片付けも手伝ってもらった。

	・教師の語りで資料提示する。
・①では、登場者全員の名前を出し、それぞれに言いたいことを率直に出させる。
・児童とともに、発言を整理して板書する。
・児童から意見が出にくいときは、「こういうのもあってもいいよ」と言ってヒントを出す。
・いろいろな視点から意見を出させる。









・②では、さまざまな考え方の中から、自分が特に大切だと思えることを話し合わせる。
・②では、理由を述べたり、質疑応答したりすることで、互いの価値観を高めるとともに、自己の価値観の自覚を深める。

・同じ失敗を繰り返す、明広や順平に対しても、今後どうすべきか考えさせる。





・③では、友達から学んで成長できた意見を出させことで、今後の生き方を見つめる視点として生かす。



・④では、身近な経験から思い起こさせ、そのときの自分の気持ちも含めて、できるだけ具体的に発表させる。

	ま
と
め
(8)
	３　教師の話を聞く。
　・児童の日常の中で見つけた行為か、教師の経験を話す。
　・授業後アンケートを書く。
	
・素直に謝っていることや、それを許して笑顔になることで、周りの雰囲気も和むことを話す。


７　評　価
相手の思いや立場を考えられずに、相手の失敗を責める主人公。その主人公の考えや行動に対して、賛成したり批判したりすることを通して、相手の良い面を受け止め、相手の立場や気持ちを考え、過ちを広い心で受け止めようとする実践意欲が育ったか。
　　　
　　　　　　　　＜　授業前　＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜　授業後　＞○いつもしっかりやる人かどうか、先入観で相手をみやすい。
○自分のことは、いつも正しいと思う。
○相手のことを、先入観をもたずに、相手の考えや行動から判断する。
○自分の行動を振り返ることで、相手にも優しく接することができる。
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教育課程 5道４ 

第5学年○組 道徳指導案 

 平成２８年９月１５日（木曜）第５時限 

                                  指導者  

１ 主 題  自分と異なる立場の理解 <Ｂ－⑪ 相互理解・寛容> 

２ 資料名  給食の時間  出典：「明るい心」 （愛知県教育振興会） 

３ 主題設定の理由 

（１）ねらいとする価値について 

   人の考えや意見は多様であり、それが豊かな社会をつくる原動力にもなる。そのため、多様さを

相互に認め合い、理解しながら高め合う関係を築くことが不可欠である。自分の考えや意見を相手

に伝えるとともに、自分とは異なる意見や立場も広い心で受け止め、相手への理解を深めることで、

自らを高めていくことができる。他人の失敗や過ちを一方的に非難するのではなく、相手の過ちを

受け止め対処できる謙虚で広い心をもてることは、自分も過ちを起こすことがあると自覚している

からである。自分に対して謙虚であるからこそ、他人に対して寛容になれる。相互に理解し合い、

多様な人間がともによりよく生き、創造的な関係をつくるために大切な資質・能力である。 

（２）児童の実態について 

   児童は、日常生活の大半の時間を学級という集団の中で過ごす。１年生からずっと一クラスで過

ごしてきた本校の児童は、お互いのことをよく知っており、それぞれの個性をよく理解している。

それは良い面でもあるが、一方で固定観念が拭い去れない部分もあり、一度失敗するとそれがずっ

と尾を引くことにもなりかねない。自分と価値観の異なる相手に対しては、欠点ばかりが目に入り、

決めつけた見方をするようにもなる。そのため、トラブルが起きた際、些細な出来事であっても固

定観念が邪魔をして相手を許すことができず、かえって関係を悪化させてしまうことがある。トラ

ブルがあったとき、相手の思いや立場を考え、広い視野で出来事を受け止められるようにしたい。 

（３）教材について 

   本資料は、正義感が強いあまりに周囲の行動を許容できない主人公が、級友の言葉で自分の認識

の狭さに気付く話である。主人公の春香は、日頃から明広と順平の軽率な行動が許せず、この日も

給食の準備中に起きた二人の失敗に対し、声を荒げて注意をする。一方、しおりはもくもくと級友

を手助けし続ける。春香としおりの言動の違いから、相手の思いや立場を考え、寛容な気持ちでふ

るまうことの大切さを感じ取ることができる教材でもある。また、明広と順平の軽率な行動に対し

ても考えさせることのできる教材である。この教材に出てくる４人に対して、言いたいことを発表

し、話し合うことで、友達の悪いところばかり目についてしまいがちな時も、良い面を受け止めて

広い心で相手を受け止めようとする実践意欲を育てたい。 

４ ねらい 

  ○相手の思いや立場を考えられずに、失敗を責める主人公。その主人公の考えや行動に対して、賛

成したり批判したりすることを通して、相手の良い面を受け止め、相手の立場や気持ちを考え、過

ちを広い心で受け止めようとする気持ちを育てる。 

５ 準 備 教：フラッシュカード  児：授業後アンケート 

